










臨床的な試用成績から、川崎病に対するヒト免疫グロブリン大量療法は作用機序は明らか

でないが、解熱させ炎症を抑制し冠動脈病変の発症を低下しうる治療法であろうと考えら

れた。 

このヒト免疫グロブリン療法の作用機序と免疫学的副作用を明らかにするために、スルホ

化ヒト免疫グロブリγ製剤あるいはベプシン処理ヒト免疫グロブリン製剤の臨床効果およ

び末梢血単核球亜型におよぼす影響を検討した。 

またアスピリン療法の血小板凝集能に対する影響を検討した。 


